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技術審議会 
長期維持管理技術委員会（平成26年度 第１回） 

平成26年7月23日 

  

長期維持管理に必要な      
視点と問題点 
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戦略的維持管理 

2 

管理水準 
の明確化 

具体的シナリオ 
の設定 

更なる進化 
中長期維持管理 
計画の策定 

戦略的維持管理 

現状 

あるべき姿 
長期にわたり安全・安心・快適を提供 
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阪神高速道路のアセットマネジメント 

3 

■維持管理戦略 
 

① 管理水準の明確化 
安全・安心・快適に必要な構造物の管理指標を定義し、管理水準
を明確化する。 

② 具体的シナリオの設定 
管理水準を確保するために、取るべき対策方法を設定する。 

③ 中長期維持管理計画の策定 
具体的なシナリオに基づく、中長期的な維持管理費用の推計を行
い、最適な維持管理計画を策定する。 

戦略的維持管理への取り組みと実現 

阪神高速道路のアセットマネジメント 
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管理水準の明確化（ロジックモデルの活用） 
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① 絶対的評価 
リスク評価によりアウトカムのある目標を達成するように定
める。 
例：日常点検の頻度、路面清掃の頻度 

② 相対的評価 
業務のパフォーマンス状態を示すために、ベンチマーク的
に定める。 
例：構造物保全率 

③ 業務体制評価 
ある事象を処理するための時間を定める。 
例：Sランク損傷対応時間（Mean Time To Repair） 
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中長期維持管理計画の策定 
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維持管理業務の計画段階［PLAN］において、保全情報管理システム
で蓄積される資産・補修・点検データを用い、 H-BMS（Hanshin 
expressway Bridge Management System）が中長期的な維持管理費
と健全度の予測に基づいて維持管理計画の策定を支援する。 
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保全情報管理システム 

6 

「構造物（資産）」、「点検」、「補修」に関するデータを管理する情報シ
ステム。全社員の机上パソコンから利用することができ、維持管理業務
を進める上でなくてはならない存在。 

保全情報管理システム 社員PCからの利用 
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保全情報管理システムの機能【1/2】 

7 

■データ検索機能 

「基本情報」に対して閲覧したい
データ種別と構造物の位置を条
件設定し、表計算ソフトウェアの
フォーマットでデータを出力する
機能を有している 

■図面検索機能 

工事名や請負者名等の工事情
報、施工箇所、図面種別から過
去の建設・補修工事のしゅん工
図面を検索する機能。CADデー
タは別システムで管理しており、
本機能では、閲覧性を優先し
PDFデータで出力する。  

データ検索画面 図面検索画面 
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保全情報管理システムの機能【2/2】 
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■カルテ検索機能 

構造物を患者と見立て、資産
データ（個人・身体情報）、点検
データ（病名・症状）、補修データ
（治療履歴）を管理番号と損傷単
位のカルテ形式で一目する機能
を有している。  

■点検保守管理機能 

点検結果、今後の処置予定、
補修設計・補修工事の結果の登
録や閲覧を行う、点検から補修
までの一連の業務を支援する機
能を有している。 

カルテ検索画面 点検保守管理画面 
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H-BMSの検討・開発経緯 
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劣
化
モ
デ
ル

短
期

長
期

補
修
時
期

業
務
プ
ロ
セ
ス

劣化曲線
(回帰モデル)

(簡易マルコフモデル)

ライフサイクルコスト最
小となる補修時期

劣化曲線
(マルコフモデル)

ライフサイクルコスト最
小となる補修時期

指数ハザード関数

補修費用、外部費
用の精度向上検討

劣化曲線
(相対評価モデル)

確率推移行列
(マルコフモデル)

指数ハザード関数

劣化曲線
(マルコフモデル)

確率推移行列

(マルコフモデル)

劣化曲線
(マルコフモデル)

所定の管理水準を維
持する最小費用

ランクA、Sで
補修実施

ロジックモデル(HELM)

の検討

機構との協定締結に
向けたH-BMS活用方

法の検討

アウトカム指標による

業績評価

H-BMSの使い分け
長期：確率モデル
短期：確定モデル

所定の管理水準を維
持する最小費用

H-BMSの使い分け
長期：確率モデル
短期：確定モデル

条件整理と課題抽出
H14～H15

精度向上検討
H16～H18

保全業務におけるH-BMSの活用方法と必要な機能の検討
H19～H22

現状の評価方法

指数ハザード関数

アウトカム指標による

業績評価

「劣化モデル」へ

「業務プロセス」から

判定ランクに対する
劣化モデルを構築
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H-BMSの利活用 

10 

■長期的なH-BMSの利活用 

確率モデルの劣化予測式により、
今後必要となる維持修繕費と構
造物の管理水準（構造物保全
率）の推移をシミュレーションする。
日本高速道路保有・債務返済機
構と締結される協定で、記載が求
められる償還期限までの債務返
済計画を作成を想定。 
 
■短期的なH-BMSの利活用 

直近の点検結果から確定モデ
ルの劣化予測式を用いて、補修
の範囲や時期を立案するために
必要な基礎資料を提供する。 
特にライクサイクルが短い舗装
を対象。 

舗装の維持修繕費の推移 舗装の構造物保全率の推移 
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維持管理における視点の転換 

11 

出典：阪神高速道路の長期管理及び更新に関する技術検討委員会提言 

従来の維持管理 

視点：長寿命化、LCC 
期間：45年間 
手段：補修、修繕 

新たな維持管理 

視点：長寿命化、LCCに加え架替 
期間：永続的（100年間程度） 
手段：補修、修繕、大規模修繕・更新 

大きな転換 

高速道路を 
維持管理する上で 
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維持管理サイクルの見直し 

12 

45年の維持管理のPDCA 100年の維持管理のPDCA 
大規模更新、
修繕の追加 

長期維持管理を実現する維持管理サイクルの検討とその判断支援
のためのH-BMSの高度化を図る必要がある。 
（大規模更新・大規模修繕を取り入れた維持管理計画） 
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提言での課題と取り組むべき項目 

課題 
長期維持管理 

点検 保全情報管理システム H-BMS 

点検の強化 
○ 

点検方法の高度化 
○ 

システム格納方法 

健全度評価 ○ 
○ 

システム格納方法 

◎ 
大規模修繕・更新の支援 

劣化予測の
精度向上 

○ 
H-BMSへの情報提供 

◎ 
劣化進行の加速化 

大規模修繕・
更新箇所の
抽出技術 

◎ 
事業箇所の抽出技術 

『提言』の課題 
点検の強化、健全度評価及び劣化予測 
維持管理システムの高度化 

13 
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大規模修繕・更新の判断可能な指標の検討 

14 

【改良に向けた課題】 
現行の点検判定ランクは、補修・修繕を前提とした評価指標であり、大規模
更新、大規模修繕の判断の根拠となりうる構造物の劣化状態を適切に評
価できない可能性が考えられる。 

【取組：構造物の性能を踏まえた健全度評価指標の検討】 
資産情報や蓄積された損傷情報などを分析し、安全性や使用性等の性能
の視点から、大規模更新・修繕の判断を行うことが可能な健全度評価指標
の検討を行う。 
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Ｈ23点検要領改訂での影響度を考慮した点検判定の実施 
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損傷度の 

評価 

対策法の 

検討 

損傷度の 

評価 

影響度の 

検討 

対策法の 

検討 

旧点検判定と対策法の関係 

H23点検要領の改訂 
   損傷度から影響度（健全度）を考慮した点検判定へ 
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進行性と冗長性を考慮した評価 

16 

部
材
に
及
ぼ
す
劣
化
診
断

 

ｎ 次点検時の損傷情報 

部材の劣化度 

時間 
n次点検 

部材の限界状態 

部材の劣化度 

時間 
n次点検 n+1次点検 

部材の限界状態 

構造全体系の劣化度 

時間 
n次点検 n+1次点検 

構造全体系の限界状態 

構
造
全
体
系
と
し
て
の
劣
化
診
断

 

ｎ＋１ 次点検時の損傷情報 

進行性の評価軸 

冗
長
性
の
評
価
軸

 

進行性の 
ばらつき 

部材損傷が構造全体系
に及ぼす影響の程度 

損傷度に基づく点検判定 

損傷度 

健全度 

健全度に基づく点検判定 

冗長性の
影響 小 

冗長性 の
影響 大 

進行性 大 

進行性 小 
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長期維持管理における課題 

17 

損傷度の 

評価 

影響度の 

検討 

対策法の 

検討 

キーワード： 
  ●冗長性 
  ●進行性 

H23点検要領の改訂 
   損傷度から影響度（健全度）を考慮した点検判定へ 

長期維持管理には、影響度診断を工学的判断から、定量的判断に進化必要 
 
        ○ 個々の損傷の程度（大きさ）が、部材の基本性能、 
          構造物全体の性能に及ぼす影響（と対策）を定量評価 
 
 
        ○ 個々の損傷の進行（向き）が、部材及び構造物の 
          性能の劣化進行に及ぼす影響（と対策）を定量評価 
    

冗長性 

進行性 
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損傷と性能の関係性のイメージ 
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設計時の性能保証 

維持管理時の性能保証 

構造体 部材 

構造体 部材 

安全性 

耐久性 

使用性 

損傷 

回転 

たわみ 

疲労 

安全性 

耐久性 

使用性 

回転 

たわみ 

疲労 

損傷 
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劣化進行の加速も考慮した劣化予測の検討 

19 

【改良に向けた課題】 
補修後の再劣化を考慮した劣化予測が
必要である。 

現状の損傷データに基づき劣化予測を
行っており、現状の劣化速度を外挿してい
るため長期の予測が難しい。 

【取組②：長期予測が可能な劣化モデルの
検討】 
工種毎に長期の構造物の劣化特性を整
理し、劣化特性毎に長期的な予測が可能
な劣化モデルの検討を行う。 

【取組①：補修後の再劣化評価方法の検討】 
保全情報管理システムの損傷データ、補
修データを整理し、補修前、補修後の劣
化予測を行う。 
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大規模修繕・更新箇所の抽出方法の検討 

20 

【改良に向けた課題】 
現行のH-BMSには、大規模修繕・更新の選択肢がないため、大規
模修繕・更新の抽出技術を確立する必要がある。 

【取組：大規模修繕・更新対象の抽出方法の検討】 
健全度評価指標や劣化予測の検討結果を踏まえ、大規模修繕・更
新対象箇所を抽出する方法を検討する。 

構造物の健全度以外に、大規模修繕・更新で考慮すべき事項（例
えば維持管理性や施工性）の把握とそれらを取り入れた多角的な総
合評価方法を検討する。 
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大規模修繕の抽出イメージ 

21 

●●の視点 

■■の視点 

▲▲の視点 

要補修判定 

要修繕判定 

要大規模修繕判定 

大規模修繕に絞り込みをかけた多角的な視点を工学的に再整理 

損傷判定 
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H-BMS改良のロードマップ 

22 

検討項目 H26 H27 

健全度指標
の改良 

構造物の性能を踏まえた健
全度評価指標の検討 

劣化予測の
改良 

補修後の再劣化モデルの検
討 

長期予測が可能な劣化モデル
の検討 

大規模修
繕・更新箇
所の抽出技
術 

健全度と劣化速度による事
業対象箇所評価 

多面的な評価による事業対
象箇所評価 


